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「 夢や希望に満ちたステキな
女の子に育ってネQ」

お父さんお母さんより

鳥井 俊雄

田仲  進

阿部 忠治

 地 一郎

佐藤金之助

児玉トメノ

嶋  重勝

澤田石カネノ
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※ 　「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望しない方
は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成15年11月末現在）

『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

はじめまして

五十嵐月
る

衣
い

です
よろしくネ！
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五十嵐　月
る

　衣
い

ちゃん   11月11日     司　・　夕　佳   新　畑　町

長谷川　太
た い よ う

　洋ちゃん   11月11日     智彦・多歌子   矢　場　崎

小　玉　快
か い せ い

　晴ちゃん   11月12日     元貴・瑞穂   紀久栄町

伊　藤　心
こ こ な

　菜ちゃん   11月14日     強・まゆみ   雀　　舘

石　川　慎
し ん や

　也ちゃん   11月19日     崇・志保子   水　　沢

嶋　　　七
な な み

　海ちゃん   11月23日     友和・素子   下　樋　口

藤　井　梨
り ら い

　来ちゃん   11月27日     純一・瑞穂   野　　田

                         前月比    昨年比

人　口 12,406  （－ 20）（－ 230）
　 （男）    5,877  （－ 12）（－ 099）
　（女）    6,529  （－ 08）（－ 131） 
世　帯   4,110  （－ 05）（－ 006）

▼
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
広
報
ご

じ
ょ
う
め
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
▼
１
月
５
日
に
行
わ

れ
る
「
五
城
目
町
消
防
出
初

式
」
で
す
が
、
こ
の
「
出
初
」

の
起
源
、
み
な
さ
ん
は
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？
▼
東
京
消
防
庁

に
よ
る
と
、
万
治
２
（
１
６
５

９
）
年
１
月
４
日
、
時
の
老
中

稲
葉
伊
予
守
正
則
が
、
定
火
消

４
隊
を
率
い
て
上
野
東
照
宮
前

で
気
勢
を
あ
げ
、
明
暦
３
（
１

６
５
７
）
年
の
大
火
の
復
興
作

業
で
疲
れ
き
っ
て
い
た
江
戸
市

民
に
大
き
な
希
望
と
信
頼
を
与

え
た
の
が
は
じ
ま
り
だ
そ
う
で

す
。
▼
毎
年
、
雪
が
降
る
中
、

寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
堂
々

と
し
た
行
進
を
見
せ
て
く
れ
る

消
防
関
係
者
の
み
な
さ
ん
。
▼

今
年
一
年
の
防
災
を
祈
り
つ

つ
、
そ
の
勇
姿
を
し
っ
か
り
写

真
に
お
さ
め
、
２
月
号
に
掲
載

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今年は申年!
馬場目保育園のおともだちが
サルの絵と今年のもくひょうを
かいてくれました

今年は申年!
馬場目保育園のおともだちが
サルの絵と今年のもくひょうを
かいてくれました

さるさる
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今年は申年!
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さるさる
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町
発
展
を
念
じ
て

町
発
展
を
念
じ
て

年頭のごあいさつ

プ
レ
イ
バ
ッ
ク
２
０
０
３

２
０
０
３
年
も

い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

昨
年
の
町
の
主
な
出
来
事
を

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う

１
月
１
日　

▼
２
０
０
３
年
が
ス
タ
ー
ト
。

１
月
７
日　

 

▼ 

馬
場
目
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
男
子
が
「
全
県
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
交
歓
大
会
」
に
出
場
し
、
二
年

連
続
二
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

２
月
５
日　

 

▼ 

町
内
全
戸
に
生
ゴ
ミ
の
水
切
り
用
バ
ケ

ツ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
９
日　

 

▼ 

五
一
中
吹
奏
楽
部
木
管
八
重
奏
が
東
北

大
会
で
金
賞
を
受
賞
し
、
三
月
二
十
一

日
に
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

３
月
30
日　

 

▼ 

馬
場
目
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
男
子
が
「
第
三
十
四
回
全
国
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
に
出
場

し
、
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

３
月
31
日　

▼ 

杉
沢
中
学
校
、
富
津
内
小
学
校
が
閉
校

し
ま
し
た
。
ま
た
、
杉
沢
保
育
園
、
富

津
内
保
育
園
が
閉
園
し
ま
し
た
。

４
月
１
日　

▼ 

馬
場
目
地
区
統
合
簡
易
水
道
、
野
田
・

浦
横
町
地
区
簡
易
水
道
が
完
成
。
供
用

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
13
日　

 

▼ 

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が
行
わ
れ
、
南

秋
田
郡
選
挙
区
で
平
山
晴
彦
さ
ん
、
こ

だ
ま
祥
子
さ
ん
、
藤
原
俊
久
さ
ん
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
16
日　

 

▼ 

猿
田
沢
・
大
ナ
コ
地
区
地
す
べ
り
災
害

で
五
世
帯
の
ご
家
族
に
出
さ
れ
て
い
た

避
難
指
示
が
全
面
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
24
日　

▼ 

第
五
十
四
回
全
県
植
樹
祭
が
開
催
さ
れ
、

全
県
か
ら
集
ま
っ
た
約
千
四
百
人
が
森

山
森
林
公
園
に
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
や
ヤ
マ

モ
ミ
ジ
な
ど
七
百
五
十
七
本
を
植
樹
し

ま
し
た
。

６
月
17
日　

▼ 

五
城
目
小
学
校
前
の
通
り
沿
い
で
幼
稚

園
・
保
育
園
一
体
型
施
設
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。

７
月
６
日　

 

▼ 

町
消
防
訓
練
大
会
で
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
競
技
で
第
七
分
団
（
恋
地
・
坊
井
地
・

杉
沢
・
合
地
）
が
二
年
連
続
の
優
勝
を

果
た
し
ま
し
た
。

７
月
14
日　

 

▼ 

第
十
四
回
秋
田
追
分
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
、
神
奈
川
県
の
前
田
金
也
さ
ん
が

優
勝
し
、
同
大
会
で
初
め
て
県
外
の
方

が
森
鈴
旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

８
月
４
日　

 

▼ 

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
子
ど
も
た
ち
二
十
二
人

が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
座
禅
や
弓
道
を
体

験
し
た
ほ
か
、
朝
市
を
訪
れ
、
日
本
文

化
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
五
一
中
生

と
芸
能
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
６
日　

 

▼ 

五
城
目
町
・
八
郎
潟
町
・
井
川
町
任
意

合
併
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
20
日　

 

▼ 

「
知
事
と
語
ろ
う
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
公
開
討
論
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

10
月
26
日　

 

▼ 

第
十
回
五
城
目
朝
市
五
百
年
記
念
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら

八
百
八
十
二
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

10
月
31
日　

 

▼ 

新
町
誕
生
を
め
ざ
し
、
五
城
目
町
・
八

郎
潟
町
・
井
川
町
（
法
定
）
合
併
協
議

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
９
日　

▼ 

衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
秋
田

二
区
で
野
呂
田
芳
成
さ
ん
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

12
月
９
日　

▼ 

あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞
で

五
城
目
町
が
優
秀
賞
を
獲
得
。
十
二
月

十
一
日
か
ら
一
年
間
、
百
本
の
Ｃ
Ｍ
が

秋
田
朝
日
放
送
で
放
映
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
明
け
た
今
年
が
皆
様
に
と
り
、
明
る
く
希

望
に
み
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
に
賜
り
ま
し
た
ご
指

導
ご
厚
情
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
外
十
大
ニ
ュ
ー
ス
の
中
に
、
イ

ラ
ク
戦
争
関
連
や
、
テ
ロ
事
件
、
紛
争
等
五

件
も
入
る
と
い
う
誠
に
不
穏
な
一
年
で
あ
り

ま
し
た
。
内
に
あ
っ
て
も
北
朝
鮮
や
イ
ラ
ク
問

題
、
相
継
ぐ
少
年
犯
罪
、
長
引
く
経
済
景
気
の

低
迷
な
ど
、
国
民
生
活
に
は
一
段
と
厳
し
い
年

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
県
議
会
議
員

選
挙
や
衆
議
院
議
員
選
挙
が
施
行
さ
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
や
地
方
の
財
政
危

機
を
背
景
に
、
税
制
改
正
や
年
金
改
革
、
市
町

村
合
併
問
題
、
三
位
一
体
改
革
と
さ
れ
る
地
方

自
治
体
に
対
す
る
補
助
金
の
削
減
、
地
方
交
付

税
の
大
幅
削
減
、
税
財
源
の
地
方
へ
の
移
譲
問

題
な
ど
、
自
治
体
や
国
民
生
活
に
と
っ
て
不
安

の
中
に
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、
町

政
は
町
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
町
議
会
の
ご

指
導
の
も
と
に
、
所
要
の
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
野
田
、浦
横
町
簡
水
事
業
、

馬
場
目
地
区
簡
水
事
業
の
竣
工
、
猿
田
沢
・
大

ナ
コ
地
区
地
す
べ
り
災
害
対
策
の
完
了
、
全
県

植
樹
祭
の
開
催
、
幼
稚
園
保
育
園
の
一
体
型
施

設
の
建
設
着
工
、
と
り
わ
け
町
民
の
生
命
を
守

る
高
規
格
救
急
救
命
車
の
導
入
配
備
な
ど
、
多

く
の
事
業
の
完
成
、
着
工
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
町
民
各
位
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
に
重
ね

て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
「
町
村
合

併
問
題
」
は
、
ご
承
知
の
通
り
、
合
併
懇
談
会
、

任
意
合
併
協
議
会
を
経
て
、
去
る
十
月
三
十
一

日
、
五
城
目
・
八
郎
潟
・
井
川
三
町
に
よ
る
法

定
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
三
回
に
わ

た
る
協
議
会
を
開
催
し
、
新
町
名
は
公
募
で
決

す
る
こ
と
、
お
よ
び
町
議
会
議
員
、
農
業
委
員

会
委
員
の
任
期
や
身
分
に
関
す
る
す
り
合
わ
せ

や
方
向
な
ど
を
内
部
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
三
町
の
信
頼
関

係
を
さ
ら
に
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
や
伝
統
、

個
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
よ
り
よ
い
湖
東
の
町
土

建
設
を
め
ざ
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

迎
え
た
平
成
十
六
年
は
、
こ
の
市
町
村
合
併

を
確
か
な
も
の
と
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
国
体

開
催
の
た
め
の
広
域
体
育
館
の
整
備
、富
津
内
・

浅
見
内
地
区
簡
易
水
道
事
業
、
環
境
保
全
型
農

業
の
推
進
、
携
帯
電
話
不
通
話
区
域
の
解
消
事

業
な
ど
が
推
進
で
き
る
よ
う
努
め
る
ほ
か
、
男

鹿
市
を
含
め
た
広
域
廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設

な
ど
に
も
、努
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、現
下
の
行
財
政
の
状
況
に
か
ん
が
み
、

昨
年
は
総
務
課
企
画
振
興
課
の
統
廃
合
、
保
育

所
、
小
学
校
、
中
学
校
等
の
統
廃
合
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
一
層
の
行
財
政
改
革
や
町
民
福
祉

の
維
持
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、公
共
施
設
、

観
光
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
そ
の
方
向

を
見
出
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
五
城
目
は
豊
か
な
自
然
や
資
源
、

培
わ
れ
た
歴
史
や
伝
統
、多
彩
な
産
業
群
な
ど
、

豊
か
な
可
能
性
を
秘
め
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
地
を
愛
し
、
誇
り
と
し
、
希
望
を
胸
に
大

海
の
航
海
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
現
に
あ
っ
て
は
町
民
が
相
和

し
、
協
調
し
、
町
民
・
議
会
・
行
政
の
三
位
一
体

と
な
っ
た
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
町
議
会
の

皆
様
、
町
民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
一
層
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
御
願
い

申
し
上
げ
、
皆
様
の
一
層
の
ご
健
康
御
多
幸
を

念
じ
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

全県植樹祭記念碑除幕式の様子

五一中吹奏楽部木管八重奏が
全国大会出場

来町したハンガリーのみなさん（松樹院前にて・水沢）

閉校した富津内小の前にて

ミニバス全国優勝を果たした馬場目スポ少

杉沢中最後の卒業生

森鈴旗を手にした
前田金也さん

新町誕生をめざして法定協を設立新町誕生をめざして法定協を設立
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の
管
理
運
営
に
あ
た
る
開
発
公
社
が
、
ス
キ
ー

場
利
用
者
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る

な
ど
営
業
効
果
を
高
め
る
た
め
、
利
用
し
や

す
い
料
金
へ
の
引
き
下
げ
、
恋
地
山
荘
の
宿

泊
や
日
帰
り
客
と
の
パ
ッ
ク
料
金
の
設
定
、

県
内
、
岩
手
県
内
の
各
ス
キ
ー
場
と
連
携
し

た
「
リ
フ
ト
券
割
引
サ
ー
ビ
ス
」
を
導
入
し
、

他
の
ス
キ
ー
場
か
ら
も
利
用
客
を
取
り
込
め

る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
最
も
利
用
客
の
少
な

い
平
日
の
一
部
を
ゲ
レ
ン
デ
の
整
備
や
休
業

に
当
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
件
費
な
ど
の

経
費
節
約
を
図
る
な
ど
創
意
工
夫
を
し
な
が

ら
今
シ
ー
ズ
ン
運
営
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

  

今
年
の
水
稲
の
作
柄
概
況
は
、
低
温
と
日
照

不
足
の
影
響
か
ら
登
熟
が
不
良
と
な
り
、
東

北
農
政
局
秋
田
統
計
情
報
セ
ン
タ
ー
の
十
月

十
五
日
の
発
表
に
よ
る
と
、
作
況
指
数
は
前

回
調
査
よ
り
四
ポ
イ
ン
ト
下
が
り
「
九
十
二
」

の
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
豪
雨
に
よ

る
災
害
に
つ
い
て
は
、
畦
畔
、
水
路
、
揚
水
機
、

農
道
、
林
道
の
計
八
か
所
が
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
の
国
の
査
定
を
受
け
、
早
期
復
旧
に
向

け
て
、
現
在
、
工
事
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
農
道
小
倉
地
区
で
発
生
し
た
災
害

に
つ
い
て
は
、
冬
期
間
と
工
事
内
容
な
ど
か

ら
年
度
内
完
成
が
出
来
な
い
こ
と
や
、
二
か

年
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

工
事
の
発
注
状
況
は
、
十
月
七
日
に
高
崎

前
田
線
道
路
改
良
工
事
、
四
ッ
屋
地
区
公

共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
二
件
、
十
月
二
十

日
に
は
鐙
沢
支
線
外
舗
装
補
修
工
事
、
十
一

月
十
七
日
に
は
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

下
山
内
小
倉
線
道
路
改
良
工
事
、
田
町
地
区

公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
四
件
、
十
一
月

二
十
八
日
に
は
田
町
地
区
公
共
下
水
道
管
路

施
設
工
事
二
件
、
高
崎
地
区
公
共
下
水
道
管

路
施
設
工
事
、
田
町
地
区
公
共
下
水
道
舗
装

補
修
工
事
、
十
二
月
十
二
日
に
は
田
町
地
区

公
共
下
水
道
管
路
施
設
工
事
が
そ
れ
ぞ
れ
入

札
さ
れ
、
工
期
内
完
成
を
め
ざ
し
、
現
在
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
残
り
の
工
事
も
早
期

発
注
に
努
力
し
ま
す
。

  

県
関
係
の
工
事
は
、
九
月
十
六
日
に
緊
急
地

方
道
路
整
備
事
業
秋
田
八
郎
潟
線
帝
釈
寺
地

区
堆
雪
幅
確
保
工
事
、
十
月
九
日
に
は
国
道

道
路
改
築
事
業
国
道
二
八
五
号
田
町
工
区
改

築
工
事
が
そ
れ
ぞ
れ
発
注
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
豪

雨
に
よ
り
河
川
五
箇
所
の
災
害
が
発
生
し
、

国
に
申
請
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
十
一
月

十
九
日
に
査
定
を
受
け
、
被
災
額
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
早
急
に
工
事
を
発
注
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

第
十
九
回
東
北
地
区
へ
き
地
教
育
研
究
会

秋
田
大
会
が
、
十
月
二
日
と
三
日
、
本
町
と

秋
田
市
、
雄
和
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
へ
き
地
・
複
式
教
育
の
一
層
の

充
実
・
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
、
本
町
の
杉
沢
小

学
校
で
行
わ
れ
た
公
開
授
業
に
は
、
県
内
外

か
ら
百
人
近
い
関
係
者
が
集
い
、
公
開
授
業

の
参
観
と
研
究
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
九
日
、
江
戸
開
府
四
百
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
千
代
田
区
文

化
祭
の
「
コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
、

「
コ
ー
ル
も
り
や
ま
」
の
皆
様
が
ご
招
待
を
受

け
、
参
加
し
て
い
ま
す
。　

　

当
日
は
五
城
目
町
、
嬬
恋
村
、
東
京
管
内

か
ら
三
十
七
団
体
が
出
演
し
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
が
、
コ
ー
ル

も
り
や
ま
は
「
馬
場
目
川
慕
情
」
な
ど
三
曲

を
披
露
し
、
そ
の
歌
声
に
会
場
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　平成15年第４回町議会定例会が、12月
14日から17日までの日程で開催されまし
た。
　初日の14日は、日曜日の開催となり、
佐藤町長からの行政報告と、町議会議員７
人による一般質問が行われました。15日
は議案が上程され、その後、各常任委員会
が開かれ、議案などについて審議しまし
た。
　本会議は17日に再開され、「五城目町
保育料徴収条例の一部を改正する条例制定
について」や「五城目町幼稚園保育料徴収
条例の一部を改正する条例制定について」
「平成15年度一般会計補正予算」など議
案14件が可決されました。
　今月号では、定例議会初日に行われた、
町長の行政報告を抜粋して紹介します。

一 般 会 計
補正予算案など
議案14件が可決

一 般 会 計
補正予算案など
議案14件が可決
　平成15年第４回町議会定例会が、12月
14日から17日までの日程で開催されまし
た。
　初日の14日は、日曜日の開催となり、
佐藤町長からの行政報告と、町議会議員７
人による一般質問が行われました。15日
は議案が上程され、その後、各常任委員会
が開かれ、議案などについて審議しまし
た。
　本会議は17日に再開され、「五城目町
保育料徴収条例の一部を改正する条例制定
について」や「五城目町幼稚園保育料徴収
条例の一部を改正する条例制定について」
「平成15年度一般会計補正予算」など議
案14件が可決されました。
　今月号では、定例議会初日に行われた、
町長の行政報告を抜粋して紹介します。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
や

三
町
の
役
場
職
員
に
よ
る
事
務
事
業
お
よ
び

例
規
の
一
元
化
の
協
議
な
ど
、
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

　

十
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
日
程
で

開
催
し
た
三
回
目
の
「
市
町
村
合
併
に
関
す

る
町
民
と
の
地
区
懇
談
会
」
で
は
、
町
内
の

七
地
区
で
、
任
意
合
併
協
議
会
で
協
議
し
て

き
た
事
項
に
つ
い
て
の
説
明
と
意
見
交
換
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
様
々

な
ご
意
見
や
ご
質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

法
定
合
併
協
議
会
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い

て
異
論
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
、
三
町
の
合
併
に
関
す
る

協
議
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
、
法
律
に
基
づ

く
合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
十
月

二
十
九
日
に
各
町
の
臨
時
会
で
一
斉
に
議
決

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
を
受
け
て
十
月
三
十
一

日
に
法
定
の
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
協

議
書
に
調
印
し
、「
五
城
目
町･

八
郎
潟
町･

井

川
町
合
併
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
廃
棄
物
の
広
域
処
理
は
、
八
月
に
八

郎
湖
周
辺
六
市
町
村
廃
棄
物
対
策
協
議
会
を

設
立
し
、
以
降
幹
事
会
、
協
議
会
を
開
催
し
、

協
議
を
進
め
、
十
一
月
五
日
の
協
議
会
で
、

建
設
候
補
地
を
若
美
町
野
石
字
二
ッ
森
地
区

と
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

十
一
月
一
日
に
協
議
会
事
務
局
を
男
鹿

市
役
所
旧
庁
舎
内
に
設
置
し
、
現
在
、
平
成

十
六
年
四
月
の
一
部
事
務
組
合
設
立
に
向
け
、

組
合
規
約
や
条
例
・
規
則
な
ど
の
整
備
、
生

活
環
境
影
響
調
査
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
策

定
業
務
の
委
託
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

幼
・
保
一
体
型
施
設
の
建
設
工
事
は
、
ほ

ぼ
予
定
ど
お
り
に
進
み
、
工
期
内
完
成
を
め

ざ
し
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
園
舎
の
愛
称
募
集
は
、
二
十
二
点
の
応

募
が
あ
り
、
現
在
、
幼
・
保
連
絡
協
議
会
な

ど
で
審
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
愛
称
が
決
ま

り
次
第
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

千
代
田
区
江
戸
開
府
四
百
年
記
念
事
業
の

一
環
で
あ
る
「
江
戸
天
下
祭
」
が
、
十
一
月

二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
の
三
日
間
、
日
比

谷
公
園
を
中
心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

期
間
中
の
人
出
は
約
四
十
三
万
人
と
発
表
さ

れ
、　

当
町
か
ら
は
、
天
翔
太
鼓
の
演
奏
の
ほ

か
、
町
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た
が
、
す

べ
て
完
売
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
参
加
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
な
お
、
当
町
か
ら
の
協
賛
金
百
万
円

に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
二
日
に
お
届
け
し

ま
し
た
。

　

恋
地
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ー
場

法
律
に
基
づ
く
合
併
協
議
会
を

設
立
し
ま
し
た　

総　

務　

課

「
江
戸
天
下
祭
」で

町
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
し
た

商
工
観
光
課

東
北
地
区
へ
き
地
教
育
研
究
会

秋
田
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

学
校
教
育
課

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

建
設
候
補
地
は
若
美
町
二
ツ
森

地
区　
　
　
　
　

町
民
生
活
課

幼
・
保
一
体
型
施
設

予
定
通
り
工
事
を

進
め
て
い
ま
す　

福
祉
保
健
課

今
年
の
作
況
指
数
は

「
九
十
二
」の
不
良

農　

林　

課

各
種
工
事
の

早
期
発
注
に
努
め
ま
す

建　

設　

課

千
代
田
区
文
化
祭
に「
コ
ー
ル

も
り
や
ま
」
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た　

生
涯
学
習
課

12月議会定例会 12月議会定例会 

保育料徴収条例の
一部を改正する
条例制定について
　国の基準や近隣町村に比
べ格段に低い保育料で保育
事業を行ってきましたが、
町の負担額が増加している
こと、保育料負担の公平化
を図ることなどから、10階
層ごとに徴収金基準額を定
めていた保育料を７階層に
変更しました。
　（  国の基準額を100とする
とこれまでの町の保育料
の金額は約41㌫でした
が、改正により約50㌫
となりました）

幼稚園保育料徴収条例
の一部を改正する
条例制定について
　新しい園舎への移転で、

諸経費の増額が避けれない
ことなどから、現行の保育
料4,500円を5,000円に改
正しました。

平成15年度
一般会計補正予算
　6,293万7,000円の追加
補正。補正後の予算総額は
56億3,400万8,000円。
主な補正内容
●   除　雪　事　業

…………4,000万円
　（  今後の降雪を見込んで町
道などの除雪委託費用を
増額しました）

● 保健事業費
……298万7,000円

　（  各種健診の受診者が増え
たことから委託料を増額
しました）

可決された主な議案

議会を熱心に傍聴するみなさん（日曜議会より）



三
歳
か
ら
ス
キ
ー
を
は
い
て
い
た
み
た
い
な
ん
で

す
。̶

と
話
す
の
は
、
恋
地
ス
キ
ー
学
校
の
ア
シ

ス
タ
ン
ト
を
務
め
る
石
川
大
介
さ
ん
。
杉
沢
に
住
む
二
十

一
歳
の
若
者
で
す
。

　

小
学
校
三
年
の
と
き
、
石
川
さ
ん
の
お
父
さ
ん
と
友
人

数
人
が
集
ま
り
、
子
ど
も
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
「
恋
地
ジ
ュ
ニ

ア
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
」
を
設
立
。
石
川
さ
ん
は
初
代
メ

ン
バ
ー
と
し
て
ス
キ
ー
競
技
の
練
習
を
始
め
、
そ
の
後
、

五
城
目
や
南
秋
の
大
会
で
数
々
の
賞
を
獲
得
し
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
小
学
校
六
年
の
時
、
初
め
て
全
県

大
会
に
参
加
し
惨
敗
。
そ
の
と
き
か
ら
ス
キ
ー
に
真
剣
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
小
六
で
ス
キ
ー

一
級
を
取
得
。
全
県
大
会
で
も
満
足
の
い

く
結
果
を
収
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
ス
キ
ー
の
技
術
を
身
に
つ
け

て
い
っ
た
石
川
さ
ん
で
し
た
が
、
高
校
に

入
学
す
る
と
、
団
体
ス
ポ
ー
ツ
が
ど
う
し

て
も
し
た
く
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
。

「
杉
沢
で
は
団
体
ス
ポ
ー
ツ
は
で
き
な

か
っ
た
か
ら
、
憧
れ
て
い
た
ん
で
す
よ
。

入
部
の
時
、
監
督
に
『
お
前
は
ス
キ
ー
が

好
き
な
よ
う
だ
が
、
部
に
は
い
る
な
ら
ス

キ
ー
は
や
め
ろ
』
っ
て
釘
を
さ
さ
れ
ま
し

た
。
で
も
、
冬
休
み
に
は
仮
病
を
つ
か
っ

て
、
や
っ
ぱ
り
恋
地
で
ス
キ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
」
と
笑
い
な
が
ら
、

大
好
き
な
ス
キ
ー
か
ら
離
れ

ら
れ
な
か
っ
た
当
時
の
様
子

を
話
し
ま
す
。

　

そ
う
し
て
勉
強
と
ス
ポ
ー

ツ
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
高
校

時
代
を
過
ご
し
た
石
川
さ
ん

で
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
自

分
が
住
む
杉
沢
に
つ
い
て
気

づ
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た

と
か
。

「
同
級
生
と
話
し
て
い
る
う

ち
に
、
川
で
泳
ぐ
と
か
、
毎

日
ス
キ
ー
を
す
る
と
か
、
先

生
と
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
授

業
と
か
、
杉
沢
で
は
あ
た
り

ま
え
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
が
、
普
通
は
経
験
で
き
な
い

こ
と
だ
っ
た
ん
だ
っ
て
気
づ
い
た
ん
で
す
。
そ
れ
に
、
実

は
町
に
ス
キ
ー
場
が
あ
る
っ
て
こ
と
も
す
ご
い
事
だ
っ
て

わ
か
っ
た
ん
で
す
よ
」

　

だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
も
杉
沢
に
住
み
、
た
く
さ
ん

の
人
に
そ
の
良
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
話
す
石
川
さ
ん

は
、
現
在
、
ス
キ
ー
の
指
導
員
を
目
指
し
て
勉
強
中
。

「
辛
い
練
習
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
小
さ
い
頃
か
ら
ス
キ
ー

を
や
っ
て
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
ス
キ
ー
っ
て
本
当
に
お

も
し
ろ
い
。
だ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
方
に
地
元
に
ス
キ
ー

場
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
指
導

者
の
資
格
を
と
っ
て
、
ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
ん
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
話
し
ま
す
。

「
夢
は
、
自
分
の
子
ど
も
に
、
恋
地
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

を
教
え
る
こ
と
」
と
笑
顔
の
石
川
さ
ん
。

　

九
月
に
、
五
城
目
町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
観
光
施

設
の
管
理
運
営
体
制
に
つ
い
て
の
検
討
委
員
会
か
ら
「
今

後
利
用
者
の
増
加
が
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
早
急
に

廃
止
す
べ
き
」
と
答
申
が
出
さ
れ
た
恋
地
ス
キ
ー
場
。

　

し
か
し
、
ス
キ
ー
場
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
杉
沢
の
若
者

は
、
今
年
も
こ
の
恋
地
で
、
地
元
の
良
さ
を
ピ
ー
ア
ー
ル

し
つ
つ
、
ス
キ
ー
の
お
も
し
ろ
さ
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

町
開
発
公
社
で
は
、
た
く
さ
ん

の
方
に
恋
地
ス
キ
ー
場
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
リ
フ
ト
や
ス

ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
な
ど
の
利
用
料
金

を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
シ
ー
ズ
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
ゲ
レ
ン
デ
を
整
備
し
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
が
滑
り
や
す
く
、

楽
し
め
る
ス
キ
ー
場
を
め
ざ
し
て

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
恋
地
ス
キ
ー
場
に
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

恋
地
ス
キ
ー
場
発
行
の
リ
フ
ト
シ
ー

ズ
ン
券
を
連
携
す
る
ス
キ
ー
場
で
提
示

す
る
と
一
日
券
が
県
内
ス
キ
ー
場
で
は

半
額
、
岩
手
県
の
場
合
は
大
人
一
、
〇

〇
〇
円
、
小
学
生
以
下
五
〇
〇
円
割
引

で
購
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
恋
地
山

荘
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
割
引
に
な
る
ス
キ
ー
場
】

秋 
田
県
／
秋
田
八
幡
平
、
水
晶
山
、
米

内
沢
、
森
吉
、
阿
仁
、
藤
里
町
営
、

町
営
協
和
、
鳥
海
高
原
矢
島
、
鳥
海

オ
コ
ジ
ョ
ラ
ン
ド
、
ジ
ュ
ネ
ス
栗

駒
、
田
沢
湖
、
ス
ノ
ー
ワ
ー
ル
ド
田

沢
、
田
沢
湖
高
原
ア
ッ
ス
ル
、
大

台
、
千
畑
、
町
営
天
下
森
、
秋
の
宮

岩 

手
県
／
安
比
高
原
、
田
山
、
網
張
温

泉
、
雫
石
、
岩
山
パ
ー
ク
、
奥
中
山

高
原
、
国
見
平
、
村
営
く
の
へ
、
夏

油
高
原
、
八
幡
平
、
リ
ゾ
ー
ト
＆
下

倉
、
鉛
温
泉
、
ひ
め
か
ゆ
、
平
庭
高

原
、
祭
畤
ス
ノ
ー
ラ
ン
ド

06KOHO GOJOME NO.834 2004.1.107 KOHO GOJOME NO.834 2004.1.1

恋地スキー場
みんな コイ！コイ！

恋地スキー場
みんな コイ！コイ！

▼
卓
球
男
子
団
体

　

・
ベ
ス
ト
８

▼
卓
球
女
子
団
体

　

・
ベ
ス
ト
８

▼
卓
球
男
子
個
人

　

・
ベ
ス
ト
８　

小
玉　

俊
樹

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

　

・
第
３
位

▼
柔
道
男
子
個
人　

90
㌔
超
級

　

・
第
３
位　
　

渡
邉
三
四
六

▼
柔
道
女
子
団
体　

・
優　

勝

▼
柔
道
女
子
個
人　

70
㌔
級

　

・
ベ
ス
ト
８　

佐
々
木　

奏

▼
柔
道
女
子
個
人　

70
㌔
超
級

　

・
準
優
勝　
　

椎
名　

香
純

　

・
ベ
ス
ト
８　

草
皆
沙
耶
花

県
中
学
校
秋
季
体
育
大
会
（
五
一
中
生
の
活
躍
）

　
【　

川　

 

柳　

】

親
切
の
行
き
交
う
道
が
狭
く
な
り

東
磯
ノ
目　
　

斉
藤　

一
輪

ス
ト
ロ
ー
の
長
さ
で
愛
の
蜜
を
飲
む

矢
場
崎　
　
　

鈴
木
さ
く
ら

趣
味
ひ
と
つ
抱
い
て
余
生
の
ネ
ジ
を
巻
く

東
磯
ノ
目　
　

柳
原　
　

紅

信
じ
合
う
家
族
に
咲
い
た
い
い
笑
顔

築
地
町　
　

八
木
下
み
き
ゑ

　
【　

俳 　

句　

】

命
名
を
真
白
き
紙
に
筆
始
め湯

ノ
又　
　

松
橋
テ
ル
子

森
山
も
川
の
流
れ
も
初
景
色雀　

舘　
　

斎
藤　

ハ
ツ

常
の
如
家
に
二
人
や
年
新
ら
た舘　

越　
　

斉
藤　

諒
一

　
【　

短 　

歌　

】

捲
り
剥
ぐ
師
走
の
暦
尽
き
る
こ
ろ

遠
く
馬
場
岳
雪
積
も
り
見
ゆ浅

見
内　
　

松
橋
正
之
助

主
な
き
満
天
星
こ
の
秋
は

い
と
ど
燃
え
た
り
亡
き
人
恋
う
や

　

畑　

町　
　

伊
藤　

義
成

県
外
ナ
ン
バ
ー
出
入
り
あ
ま
た
の
「
道
の
駅
」

ふ
る
さ
と
発
信
の
場
と
し
て
賑
わ
う

浦
横
町　
　

大
宮　

一
郎

泳
ぐ
こ
と
は
祈
り
の
ご
と
し
生
き
延
び
て

秋
の
金
魚
の
一
つ
泳
ぐ
は

下
樋
口　
　

小
熊　

正
明

ご
じ
ょ
う
め
の

　

文　

芸

スキーっておもしろい!
だから伝えていきたいんです。

ス
キ
ー
○
○

恋
地　
　
　
　
　

開
校

○
ス
ク
ー
ル

お
問
い
合
わ
せ
は

恋
地
山
荘
（
1
８
５
３
・
２
０
１
４
）

　

平
成
十
五
年
度
秋
田
県
民

芸
術
祭
「
あ
き
た
の
文
芸
」

川
柳
部
門
に
お
い
て
、
町
内

か
ら
次
の
五
人
の
方
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

・
細
田　

陽
炎
さ
ん

　

・
佐
藤　

憲
夫
さ
ん

　

・
加
藤　

円
心
さ
ん

　

・
加
藤　

星
花
さ
ん

　

・
鈴
木
さ
く
ら
さ
ん

石 川 大 介  
■いしかわ・だいすけ／21歳
■恋地スキー学校アシスタント

さ
ん

【営　業　日】
・ 毎週水曜日から日曜日まで（毎週月曜日と
火曜日は休業。ただし、祝日の場合は営業）
日中は午前８時30分から午後４時まで
 ナイターは午後５時から午後９時まで営業

【主なリフト料金】
■ 一日券
 中学生以下････ 1,500円
          一般････ 2,000円
■ 半日券   
 中学生以下･･････ 700円
          一般････ 1,000円
■ ナイター券
 中学生以下･･････ 500円
          一般････ 1,000円
■ 午後・ナイター券
 中学生以下････ 1,000円
          一般････ 2,000円
■ シーズン券
 中学生以下･･･14,000円
          一般･･･20,000円

シ
ー
ズ
ン
券
購
入
で

近
隣
ス
キ
ー
場
が
お
得
に

〔 〕

明るいスタッフがやさしく指導します

（
敬
称
略
）

　

恋
地
ス
キ
ー
学
校
で
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
も
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
料
は
、
な
ん
と
二
時
間
五
〇

〇
円
。
安
く
な
っ
た
リ
フ
ト
券
と
合
わ

せ
て
一
、
五
〇
〇
円
（
大
人
ナ
イ
タ
ー

券
）
で
ス
キ
ー
技
術
が
学
べ
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
地
元
の
ス
キ
ー
場

で
ス
キ
ー
技
術
を
磨
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

s

ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
開
校
日
時

・ 

毎
週
木
曜
日
・
金
曜
日
の
午
後
六
時

四
十
五
分
か
ら
（
ナ
イ
タ
ー
）

・  

毎
週
土
曜
日
の
午
後
二
時
か
ら

s

受
講
の
申
し
込
み

　

 　

開
校
時
間
の
十
五
分
前
ま
で
リ
フ

ト
乗
り
場
の
係
員
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

今
年
は
５
人
が
入
選

秋
田
県
民
芸
術
祭
川
柳
部
門
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ご
家
族
共
々
お
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
に
賜
り
ま
し
た
暖
か
い
ご
支
援
、

ご
指
導
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
健
康
で
幸
多
き
一
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
昨
年
は
天
候
不
順

の
一
年
で
、
様
々
な
分
野
に
影
響
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
、
秋
田

の
稲
作
に
つ
い
て
特
段
の
コ
メ
ン
ト
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
家
の
み
な
さ

ん
に
は
並
々
な
ら
ぬ
ご
苦
労
が
あ
っ
た

や
に
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。
収
穫
に
感

謝
し
な
が
ら
食
べ
な
い
と
バ
チ
が
当

た
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

一
方
、ふ
る
さ
と
五
城
目
会
の
活
動
は
、

台
風
で
秋
の
一
日
レ
ク
が
中
止
に
な
っ

た
ほ
か
は
、
千
代
田
区
桜
祭
へ
の
参
加
、

春
の
会
員
親
睦
一
泊
旅
行
、
お
盆
の
き
ゃ

ど
っ
こ
ま
つ
り
な
ど
な
ど
、
計
画
通
り
に

進
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

五
城
目
町
か
ら
上
京
し
、
姉
妹
提
携
都
市

「
千
代
田
区
」
と
の
各
種
交
流
行
事
に
参

加
す
る
皆
さ
ま
を
応
援
し
、
そ
し
て
懇
談

す
る
機
会
に
も
多
々
恵
ま
れ
ま
し
た
。
特

に
十
一
月
二
十
二
日
か
ら
三
日
間
に
わ

た
り
日
比
谷
公
園
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
「
千
代
田
区
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
記
念

事
業
・
江
戸
天
下
祭
」
に
は
、
延
べ
六
十

余
名
の
会
員
が
「
ダ
マ
コ
や
日
本
酒
、
お

菓
子
、
お
米
な
ど
の
五
城
目
町
の
物
産
販

売
」の
お
手
伝
い
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

会
員
は
み
ん
な
誇
り
気
で
満
足
顔
で
し

た
。
ふ
る
さ
と
会
の
テ
ン
ト
の
物
産
品
も

す
べ
て
完
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月
二
十
九
日
は
九
段
会
館

に
お
い
て
第
十
五
回
ふ
る
さ
と
五
城
目

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
滞
り
な
く
無
事
終

了
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇

親
会
や
二
次
会
で
は
、
ご
来
賓
の
方
々
や

参
加
会
員
な
ど
百
三
十
名
で
賑
や
か
に

交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
二
年
に
き
ゃ
ど
っ
こ
ま
つ
り

バ
ス
ツ
ア
ー
で
ご
い
っ
し
ょ
し
、
そ
の
後

病
気
を
患
い
、
前
総
会
の
前
に
「
皆
さ
ん

に
会
い
た
い
が
、
言
葉
に
障
害
が
残
り
出

ら
れ
ま
せ
ん
。
来
年
は
身
体
を
治
し
て
必

ず
出
席
し
ま
す
」
と
電
話
が
あ
っ
た
Ｓ
・

Ｈ
さ
ん
も
、
今
総
会
に
約
束
通
り
以
前
に

も
増
し
て
元
気
な
姿
で
出
席
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

私
は
再
会
が
う
れ
し
く
、
固
い
握
手
を

交
わ
し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
ご
努
力
を
讃
え
ま

し
た
が
、
感
動
し
て
胸
が
熱
く
な
り
グ
ッ

と
来
て
し
ま
い
ま
し
た
。
伊
藤
三
千
男
会

長
の「
た
っ
た
一
つ
の
情
報
、そ
し
て
た
っ

た
一
回
の
出
会
い
を
喜
び
と
し
、
さ
ら
に

幸
せ
を
感
じ
て
頂
け
る
ふ
る
さ
と
会
」
の

モ
ッ
ト
ー
の
賜
物
と
思
う
次
第
で
す
。

　

今
年
は
役
員
改
選
時
期
で
、
伊
藤
三
千

男
会
長
の
辞
任
に
と
も
な
い
、
新
会
長
と

し
て
若
輩
者
の
小
職
が
選
任
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
を
い
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

歴
代
会
長
が
長
年
に
わ
た
り
尽
力
し

築
か
れ
た
「
会
員
相
互
の
親
睦
活
動
」「
ふ

る
さ
と
五
城
目
町
の
産
業
・
文
化
等
の
発

展
の
た
め
の
活
動
」「
ふ
る
さ
と
の
姉
妹

提
携
都
市
・
千
代
田
区
と
の
交
流
促
進
に

寄
与
す
る
活
動
」
な
ど
の
伝
統
を
汚
す
事

な
く
、
そ
し
て
少
し
で
も
発
展
で
き
る
よ

う
新
役
員
が
一
致
団
結
し
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
は
本
年
も
昨
年

同
様
の
活
動
計
画
と
は
な
り
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
り
、
一
層
の
親
睦
交
流
を
深
め
て
頂
け

れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

き
っ
と
素
晴
ら
し
い
出
会
い
や
ふ
れ

あ
い
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

姉
妹
都
市
交
流
な
ど
で
上
京
す
る
五
城

目
町
の
皆
様
に
は
、
出
来
る
限
り
の
応
援

を
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
平
素
の
ご
協
力
に
対
し
重

ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
何

卒
、
今
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　110番は、事件・事故などを
いち早く警察に知らせるための
緊急通報電話です。
　事件や事故が発生し、110番
通報をしたときは、あわてずに
落ち着いて警察官の質問に答え
てください。また、通報場所は
市町村名から話すようにしま
しょう。
　最近は、携帯電話からの110
番通報が増えています。携帯電

話から通報するときは次のこと
に気をつけましょう。
● 住所や番地、目標物を確認す
る
●通話終了後に電源を切らない
● 運転中には使用せず、必ず車
を止めてから電話をする

「
新
年
の
ご
挨
拶
」

ふ
る
さ
と
五
城
目
会
会
長　

小　

林　

敏　

夫

（
十
八
期
卒
・
富
津
内
下
山
内
出
身
）

事件・事故などの
緊急通報は110番へ

ストーカーや配偶者からの

暴力、児童虐待や少年非行、
悪質商法のご相談は

＃9110番
または五城目警察署

（1852・4100）へ

１月10日(土)は110番の日です

身近な犯罪　防ぐあなたの　110番

健康・子育てお助け情報健康・子育てお助け情報

■健　　診■
６日　３歳児健診
対象　平成12年５月、６月生まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

20日　乳児健診
対象　 平成15年３月、６月、９月生

まれ
受付　12時45分～13時15分
場所　ケアセンター五城目

23日　乳幼児健康相談
対象　 平成14年12月、平成15年７

月生まれ
受付　10時～10時30分
場所　ケアセンター五城目

■そ　の　他■
５日・19日　母子手帳交付・妊婦相談
受付　９時～15時
場所　ケアセンター五城目

ケアセンター五城目 
お知らせカレンダー 
ケアセンター五城目 
お知らせカレンダー 

ご
存
知
で
す
か
？

有
料
道
路
障
害
者
通
行
料
金
割
引
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

有
料
道
路
障
害
者
通
行
料
金
割
引
制
度

　

有
料
道
路
の
障
害
者
通
行
料
金
割
引
制
度

は
、
有
料
道
路
の
通
行
料
金
を
割
引
し
、
障

害
者
の
自
立
と
社
会
経
済
活
動
へ
の
参
加
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。

　

十
二
月
一
日
か
ら
、
こ
の
障
害
者
通
行
料

金
割
引
制
度
が
変
わ
り
、
割
引
の
有
効
期
間

を
手
帳
に
記
載
す
る
手
続
き
後
、
料
金
所
に

手
帳
の
み
を
提
示
す
る
だ
け
で
割
引
が
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
割
引
対
象
者

　

 

障
害
者
ご
本
人
が
運
転
さ
れ
る
場
合
、
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
れ
ば

ど
な
た
で
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

※ 

た
だ
し
、
障
害
者
本
人
以
外
の
方
が
運
転

さ
れ
、
障
害
者
ご
本
人
が
同
乗
さ
れ
る
場

合
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
、
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う

ち
、
重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

▼
割
引
料
金
額

　

通
常
料
金
の
半
額

▼
申　
　
　

請

　
 

身
体
障
害
者
手

帳
と
登
録
を
行

う
自
動
車
の
車

検
証
、運
転
免
許

証
を
お
持
ち
の

う
え
、
役
場
福

祉
保
健
課（
1
８

５
２
・
５
１
２

８
）に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

旧
制
度
の
割
引

証
は
平
成
十
六

年
五
月
三
十
一

日
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
旧
制
度

の
割
引
証
を
お
持
ち
の
方
は
新
た
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

割
引
制
度
は
Ｅ
Ｔ
Ｃ
（
有
料
道
路
自
動
料
金

収
受
シ
ス
テ
ム
）
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
し
た
い
方
は
割
引
申
請
と
一
緒
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ

利
用
申
請
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　血液は医療に欠かせません。
輸血用血液は、まだ人工的につ
くることができません。また、
県内の輸血用血液はいつも不足
している状態です。一人ひとり
の血液が尊い命を支えます。
s 場　所　五城目町役場
s 日　時　１月15日(木)
　　・09時00分～10時30分
　　・10時30分～12時00分
　　・13時00分～14時00分
　　・14時00分～15時00分
　　・15時00分～16時00分
　※各時間４人ずつ

成分献血を行います

お問い合わせは
ケアセンター五城目

（1852・5180）まで

福
祉
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
へ

職
場
を
無
料
で
紹
介
し
ま
す

福
祉
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い
方
へ

職
場
を
無
料
で
紹
介
し
ま
す

　

県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉

関
係
の
仕
事
の
求
人
情
報
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、
本
人
の
希
望
に
あ
っ
た
職
場
を
無
料
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
保
育
士
、
看
護
士
、
保
健

師
、
運
転
手
、
調
理
員
、
栄
養
士
、
事
務
職

員
な
ど
の
仕
事
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
県
福
祉
保
健
人
材
セ
ン
タ
ー

（
1
８
６
４
・
２
８
８
０
）

■ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.akitakenshakyo

.o
r.jp/j

c/flash/ind
ex.htm

l
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秋
田
の
川
柳
を
全
国
的
に
広

め
、
川
柳
の
振
興
に
努
め
ら
れ

て
い
る
猿
田
寒
坊
さ
ん
（
中
川

原
・
本
名
猿
田
和
男
さ
ん
）
が

十
二
月
十
六
日
、
県
芸
術
文
化

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

猿
田
さ
ん
は
昭
和
三
十
年
高

校
一
年
生
の
時
か
ら
川
柳
を
始

め
、
昭
和
三
十
三
年
に
川
柳
す

ず
む
し
吟
社
に
入
会
し
、
渡
辺

銀
雨
氏
に
師
事
。
県
川
柳
懇
話

会
会
長
や
全
日
本
川
柳
大
会
選

者
、
平
成
十
一
年
に
開
催
さ
れ

た
全
日
本
川
柳
秋
田
大
会
実
行

委
員
長
も
務
め
ら
れ
た
ほ
か
、

五
城
目
小
学
校
川
柳
ク
ラ
ブ
の

講
師
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
表
彰
式
で
は
、
五

城
目
町
ふ
る
さ
と
大
賞
を
受
賞
さ

れ
た
白
澤
恵
舟
さ
ん
も
、
水
墨
画

の
普
及
発
展
と
国
際
交
流
の
促
進

に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
、同
章
を
受
章
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

北
都
銀
行
五
城
目
支
店
が
、
十

月
、
十
一
月
に
開
催
し
た
「
五
城

目
懐
か
し
の
写
真
展
」
で
使
用
し

た
写
真
十
四
点
を
、
町
に
寄
贈
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

写
真
は
、
渡
辺
五
松
堂
さ
ん

が
所
蔵
す
る
原
板
を
プ
リ
ン
ト

し
た
も
の
で
、
下
タ
町
、
上
町

の
古
い
町
並
み
な
ど
が
写
し
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
を
受
け
取
っ
た
佐
藤
町

長
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

北
都
銀
行
五
城
目
支
店
さ
ん

な
つ
か
し
い

写
真
を
寄
贈

　

昭
和
五
十
四
年
に
マ
マ
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
と
し
て
誕
生
し
、
こ
れ

ま
で
数
々
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を

行
っ
て
き
た
コ
ー
ル
も
り
や
ま
の

皆
さ
ん
が
、
設
立
二
十
五
周
年
を

祝
い
「
み
ん
な
で
歌
お
う
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

歌
お
う
会
で
は
、
コ
ー
ル
も
り

や
ま
代
表
の
坂
谷
晃
さ
ん
が
「
今

日
は
み
ん
な
で
、
大
き
な
声
を
出

し
て
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
会
場
に
集
ま
っ
た

音
楽
フ
ァ
ン
や
関
係
者
な
ど
約
百

七
十
人
が
「
長
崎
の
鐘
」
や
「
悲

し
み
も
喜
び
も
幾
年
月
」
な
ど
、

思
い
出
の
歌
数
十
曲
を
み
ん
な
で

歌
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
懐
か
し
い
歌

を
歌
い
当
時
の
思
い
出
が
蘇
っ
て

き
た
」
や
「
久
し
ぶ
り
に
歌
っ
た

が
、
み
ん
な
と
一
緒
に
歌
え
て
と

て
も
楽
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
八
日（
土
）〜
九
日（
日
）

に
千
代
田
区
で
行
わ
れ
た
五
城

目
町
・
千
代
田
区
弓
道
交
流
会

に
つ
い
て
、
五
城
目
弓
道
会
矢

場
崎
倶
楽
部
よ
り
報
告
が
あ
り

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

八
日
午
前
五
時
半
、
小
雨
の

な
か
十
八
名
が
期
待
を
胸
に『
す

ず
む
し
号
』
に
乗
り
込
み
東
京

へ
出
発
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
予
定
の
コ
ー
ス
を
外

れ
関
越
道
方
面
に
向
か
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
有
り
ま
し
た
が
、
無

事
千
代
田
区
関
係
者
と
の
落
ち

合
い
場
所
、
飯
田
橋
に
到
着
。

　

そ
の
後
、
神
田
明
神
、
湯
島
聖

堂
、
丸
ビ
ル
を
観
光
し
、
交
歓
会

会
場
『
飯
田
橋
エ
ド
モ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
』
へ
。
千
代
田
区
側
は
四
十

名
が
集
ま
り
我
々
を
大
歓
迎
し
て

く
れ
ま
し
た
。自
己
紹
介
の
あ
と
、

千
代
田
区
は
東
京
音
頭
、
南
京
玉

す
だ
れ
な
ど
で
歓
迎
、
五
城
目
町

は
ド
ン
パ
ン
節
、
長
持
唄
で
応
え

ま
し
た
。

　

午
後
八
時
半
、
明
日
の
健
闘

を
誓
い
合
い
、
今
夜
の
宿
『
新

日
鉄
代
々
木
倶
楽
部
』
へ
向
か

い
そ
れ
ぞ
れ
就
寝
。

　

九
日
午
前
八
時
半
、
今
日
の

交
流
会
場
明
治
神
宮
「
至
誠
館
」

中
央
道
場
へ
。
午
前
九
時
、
交

流
会
開
始
。
試
合
は
六
十
㍍
と

三
十
㍍
の
遠
的
方
式
。
昨
日
親

睦
を
深
め
た
せ
い
か
、
和
気
あ

い
あ
い
と
競
技
は
進
み
ま
し
た
。

日
本
一
の
道
場
で
弓
を
引
け
る

喜
び
を
そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
、

皆
来
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
様
子
。
や
が
て
試
合
終
了
、

表
彰
式
と
な
り
、
午
後
一
時
半
、

迎
え
の
バ
ス
が
来
ま
し
た
。

　

千
代
田
区
、
五
城
目
町
関
係

者
と
も
に
別
れ
難
く
、
記
念
写

真
の
連
続
、
次
回
は
五
城
目
で

の
再
会
を
約
束
し
て
帰
路
に
着

き
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
北
嶋
、
越
高

さ
ん
安
全
運
転
ご
苦
労
様
で
し

た
。
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
の
交
流
事
業
に
対
し
ま
し
て

の
町
当
局
、
体
協
の
ご
支
援
、

ご
協
力
に
対
し
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。　
（
今
村
記
）

平
成
15
年
度
五
城
目
町
・
千
代
田
区

弓
道
交
流
会
を
開
催

「
あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ

大
賞
」
に
五
城
目
町
が
出
品
し
た

Ｃ
Ｍ
が
、
県
内
十
二
市
町
村
参
加

の
中
、
見
事
優
秀
賞
（
秋
田
銀
行

賞
）
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

五
城
目
町
の
Ｃ
Ｍ
は
、
約
百

五
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
が
、
五
城
目
朝
市
を
舞

台
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
に
あ

わ
せ
て
踊
る
、
元
気
あ
ふ
れ
る

Ｃ
Ｍ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
で
、
五
城
目
町
の
Ｃ
Ｍ

が
、
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
年

間
、
秋
田
朝
日
放
送
で
百
回
、

無
料
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
（
正
規
Ｃ
Ｍ
料
金

で
約
千
八
百
六
十
万
円
相
当
）

　

Ｃ
Ｍ
の
放
映
時
間
は
毎
月
広

報
ご
じ
ょ
う
め
の
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

あ
き
た
ふ
る
さ
と
手
作
り
Ｃ
Ｍ
大
賞

五
城
目
町
が
優
秀
賞
を
獲
得

朝
市
の
Ｃ
Ｍ
が
100
回
放
送
さ
れ
ま
す

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

コ
ー
ル
も
り
や
ま
設
立
25
周
年
を
祝
い
170
人
が
合
唱

「
み
ん
な
で
歌
お
う
会
」
を
開
催

　

一
月
五
日（
月
）、
消
防
関
係

者
が
火
災
ゼ
ロ
の
町
づ
く
り
を

誓
う
「
五
城
目
町
消
防
出
初

式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
出
初
式
の
日
程

s

観
閲
式
（
役
場
前
）

　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

s

町
内
行
進

　

午
前
十
時
四
十
分
か
ら

　

（ 

役
場
出
発
〜
中
央
線
〜
下

タ
町
〜
上
町
〜
一
番
町
〜

中
川
原
〜
広
域
五
城
目
体

育
館
）

s

分
列
式

　

午
前
十
時
四
十
分
こ
ろ

　

（
中
央
線
バ
リ
ュ
ー
前
）

s

式　

典

　

午
前
十
一
時
三
十
分

　

（
広
域
五
城
目
体
育
館
）

地
域
の
安
全
を
守
る
た
め
一
致
団
結

１
月
５
日（
月
）
は
五
城
目
町
消
防
出
初
式

ご
じ
ょ
う
め
の
文
芸
コ
ー
ナ
ー
で
も
お
馴
染
み
の

猿
田
寒
坊
さ
ん
が
県
芸
術
文
化
章
を
受
章

ふ
る
さ
と
大
賞
白
澤
恵
舟
さ
ん
も
受
章

　

こ
の
た
び
県
体
育
協
会
創
立

八
十
周
年
記
念
式
典
が
開
か
れ
、

町
内
の
二
人
の
方
に
感
謝
状
、
三

人
の
方
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

s

感
謝
状

・ 

小
玉
吉
雄
さ
ん
（
相
撲
）

・ 

佐
々
木
照
雄
さ
ん

（
ラ
イ
フ
ル
射
撃
）

s

表
彰
状

・  

加
藤　

優
さ
ん（

レ
ス
リ
ン
グ
）

・ 

宮
城
大
喜
さ
ん（

レ
ス
リ
ン
グ
）

・ 
工
藤
幸
恵
さ
ん

（
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
）

県
体
育
協
会
創
立
80
周
年
記
念
式
典

町
内
２
人
に
感
謝
状
、
３
人
に
表
彰
状

5 ／ 仕事始めの式（役場正庁）
5 ／ 消防観閲式・出初式（町

内・広域体育館）
6 ／交通指導隊初出式
　　（役場庁議室）
9 ／町商工会新春賀詞交歓会
　　（グリーンロイヤル丸富）
9 ／郡町村会負担金審議会
　　（秋田市）
16／ 民生児童委員協議会新春講

話（五城館）／知事を囲む
新春の集い（秋田市）／全
国町村下水道推進協議会秋
田県支部理事会（秋田市）

24／ 町ふるさと大賞記念講演会
（五城館）

町長の主な予定（１月）

 朝市CM放映時間
（１月分）

放送局／秋田朝日放送
１月07日（水）14：00
１月13日（火）16：00
１月15日（木）06：00
１月21日（水）06：00
１月23日（金）06：00
１月25日（日）18：00
１月26日（月）10：00
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確定申告の説明会を開催します

　秋田北税務署では、五城目町で
確定申告説明会を開催します。
《確定申告記載説明会》
●対　象　 事業所得者
u日　時　 １月29日(木)午後１時～
u会　場　役場２階正庁
●対　象　 平成15年分の収入が公

的年金だけの方
u日　時　２月５日(木)午後１時～
u会　場　五城館

公営住宅の入居者を募集中

u 申し込み資格
・月額所得20万円以下の方
・ 同居家族がいて住宅に困窮され
ている方

（矢場崎団地）
u 住　　宅　 20号（木造平屋建

て・築15年）
u 場　　所　川崎字宮花10－60
u 家賃月額　 15,600円～25,900

円（所得によって異
なります）

u 敷　　金　家賃の３か月分
u 入居予定日　２月１日(日)
※ 募集期間は１月16日(金)まで。申
込用紙は役場２階の建設課に準
備しています。

基礎強化教室を開催！
パソコン教室受講生を募集します

　パソコンを使い始めて間もない
ときは、新しい用語や見たことも
ない画面にとまどい、なかなか思
い通りに使いこなすことができま

せん。また、ワードやインター
ネットしか使えないという方も多
いようです。
　そこで、今月は一歩進んだパソ
コンライフを楽しむために、講習
時間を１コース10時間に拡大し、
パソコン自体の基礎から応用まで
を解説する「パソコンの基礎強
化」教室を開催します。
　初心者大歓迎ですのでぜひこの
機会に受講してください。
●「パソコンの基礎強化」教室
  （１コース10時間）　
平日夜間コース（４日間）
・ １月19日(月)･20日(火)･22日(木)
23日(金)　18時10分～20時40分
土日日中コース（２日間）
・１月17日(土)、18日(日)

　９時30分～15時30分
・１月24日(土)、25日(日)

　９時30分～15時30分
※各コースとも定員は８人。
    １月６日(火)から生涯学習課でお
申し込みを受け付けます。

青・壮年スポーツ教室の
受講生を募集

　町教育委員会では、１月からの
青・壮年スポーツ教室を開催しま
す。冬場はどうしても運動する機
会が少なくなりがちです。今回
は、八郎潟町や井川町で人気のミ
ニテニスやソフトバレーを中心に
教室を開催します。
　ぜひこの機会に気持ちいい汗を
かいてみませんか。
u対　　象　  町内の方であればど

なたでも参加いただ
けます

u種　　目　  ソフトバレーボー

ル・ミニテニスなど
u期　　間　 １月20日(火)から２月

24日(火)までの毎週
火・木曜日（19時か
ら）

u会　　場　広域五城目体育館
u参　加　料　1,500円（保険料込み）
u申し込み　  １月15日(木)まで、広

域五城目体育館事務
室にお申し込みくだ
さい。

五城目都市計画区域
マスタープラン（案）を縦覧します

　五城目都市計画区域マスタープ
ランは、20年後の五城目町が健全
に発展し、秩序ある整備が行われ
るよう、基本的な方向性を示すた
めの計画です。
　県では、同マスタープランの素
案を７月にまとめ、８月に説明会
を五城目町で行いましたが、この
たび、これらの結果を踏まえた
「五城目都市計画区域マスタープ
ラン（案）」をまとめました。
　１月16日から２週間、「五城目
都市計画区域マスタープラン
（案）」を下記の場所で縦覧しま
す。ご意見などある場合は、秋田
県知事あてに意見書を提出するこ
とができます。
u縦覧期間　 １月16日(金)から

30日(金)まで
u縦覧場所　 五城目町役場建設課・

県都市計画課・秋田地
域振興局建設部

最低賃金は時間額605円です

　平成14年９月30日から県内の最
低賃金は、時間額605円となって
います。
　使用者は、労働者に対してこの
最低賃金額以上の賃金を支払うこ
とが義務づけられていますので、
ご注意ください。

社会福祉協議会へ寄せられた善意

u香典返しに代えて
・11月25日　２万円　佐藤政蔵さん
　中　村　（亡き父金之助さん）
・11月25日　３万円　金子春代さん
　米沢町　（亡き夫時雄さん）
・ 12月１日　５万円　椎名耕一郎さん
富　田（亡き父耕次さん）

uご寄付
・ 12月８日　１万1,000円　湖東総
合病院様（病院祭バザーの売り
上げの一部）

森山荘に寄せられた善意

・ 11月５日　キャベツ13㌔、カボ
チャ10㌔　
　一関喜正さん（久保）
・11月９日　 セリ30㌔　
　石井久一さん（小倉）
・11月10日　理容奉仕　
　小杉田啓一さん（今町）
・11月10日　学習発表会　
　五城目小３年生
・11月11日　清掃奉仕、交流会
　五城目高校生徒

問い合わせ先
秋田北税務署（1845－1161）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（1852－5192）

問い合わせ先
中央公民館（1852－4411）

問い合わせ先
養護老人ホーム森山荘（1852－3263）

問い合わせ先
役場建設課（1852－5252）

問い合わせ先
県都市計画課（1860－2445）

秋田地域振興局建設部（1860－3462）
役場建設課（1852－5263）

問い合わせ先
広域五城目体育館（1852－4415）

問い合わせ先
秋田労働基準監督署（1865－3671）

 　平成15年８月22日の第２回任意
合併協議会から、６回にわたり「新
町の名称」についての話し合いが行
われてきましたが、11月25日に開
催された第２回（法定）合併協議会
で新町の名称を募集することが確認
されました。
　合併協議会事務局では、平成16
年１月５日から２月15日まで、五
城目町、八郎潟町、井川町が合併し
て誕生する新しい町の名称を募集し
ます。
　もしかしたらあなたが未来の名付

け親になるかもしれません。ぜひ新
しい町にふさわしい名称を応募して
ください。

※ 詳しくは「合併協議会だより第2
号」をご覧ください

市町村合併についてのお問い合わせは
五城目町・八郎潟町・井川町合併協議会事務局（1879・8077）

　大川地区の四ツ屋、中谷地、沼
田、イカリの一部の公共下水道の供
用を２月１日(金)から開始します。
　公共下水道は汚水を川や海に流さ
ず、きちんと処理するので、自然を
守る働きをしてくれます。また、長
い目で見れば浄化槽よりも維持管理
費がお得です。　
　この機会に、ぜひ、公共下水道に
接続してください。
※ 今回供用開始区域となった方は、
２月から受益者負担金を納めてい

ただくことになります。金額は一
戸当たり17万円で、年４回の５
年払いとなります。ご理解とご協
力をお願いします。
また、役場建設課では、供用が開始
される区域をご確認いただくため、
関係図面の縦覧を行います。
s場　所　役場建設課
s日　時　 平成16年１月５日(月)

から１月31日(土)まで
　　　　　 午前９時から午後５時ま

で

大川地区の四ツ屋、中谷地、沼田、イカリの一部で
２月１日から公共下水道の供用を開始します

下水道についてのお問い合わせは
役場建設課下水道係（1852・5263）まで

あなたが未来の名付け親

３町が合併して誕生する
新しい町の名称を募集します
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K40→K0 
影：2pt 

 
移動：.25/-.25

日 月 火 水 木 金 土 

※ このページに載せる楽しい写真
をお待ちしています。「広報ご
じょうめ」担当まで

���������������
�月町民カレンダー

柔らかさ4pt/角度-45°/距離4pt/色K70-0

燃　
え　
る　
ゴ　
ミ

収　　集　　町　　内

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・築地町・畑町・新畑町・米沢町

雀館・昭辰町・館町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・西磯ノ目・東磯ノ目・森山地区
馬川地区・ななくら（仮称）

富津内地区・馬場目地区・大川地区全域・内川地区

収　集　日 曜日

     2日・  5日・  9日
   12日・16日・19日
   23日・26日

月
・
木

     3日・  6日・10日
   13日・17日・20日
   24日・27日　　

     4日・  7日・11日
   14日・18日・21日
   25日・28日 　

火
・
金

水
・
土

2004年 ２月ゴミ日程表

平成15年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小５年　猿田　翔さん）

仕分けする　あなたのゴミに　未来あり

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・森山地区
大川（１区～４区以外の地区）・馬川地区

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀館・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・館町・中川原・樋口・岩城町

空きビン類

ガラス類他

空きカン類

金属類他

燃　
え　
な　
い　
ゴ　
ミ

五城目地区･馬川地区

4日・11日・18日・25日（全町）

馬場目地区･内川地区･富津内地区･大川地区･森山地区

14日(土)

28日(土)

資　

源　

ゴ　

ミ

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ゴ
ミ

9日(月)

10日(火)

11日(水)

12日(木)

13日(金)

23日(月)

24日(火)

25日(水)

26日(木)

27日(金)

◆ 

収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

●  

２
月
11
日(

水)

の
建
国
記
念
の
日
は
収
集
を
行

い
ま
す
。

◆ 

生
ゴ
ミ
用
水
切
り
バ
ケ
ツ
の
使
い
方

● 

生
ゴ
ミ
の
水
切
り
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
水

切
り
し
た
生
ゴ
ミ
は
、
他
の
ゴ
ミ
（
紙
く
ず
な

ど
）
と
一
緒
に
出
し
て
も
結
構
で
す
。

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
生
活

課
（
1
８
５
２
・
５
１
１
２
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

12月28日 1月1日293031

４ ５ ６

２ ３

７ ８ ９ 10

11121314151617

18192021222324

25262728293031

○ 親育ての会（町
民センター・
10：00 ～
12：00）

○ 第５回五城目
町「ふるさと
大賞」受賞記
念講演会（五
城館ホール・
13：00 ～）

○ 未就学園児交
流「げんきっ
こ広場」（内川
保 育 園・10：
00～11:20）

○ 町内小・中学
校、幼稚園３
学期始業式

○ 朝市CM14:00
（秋田朝日放送）

○ 朝市CM16:00
（秋田朝日放送）○ 成人の日

○ 青壮年スポー
ツ教室開講式
（広域五城目体
育館・19：00～）

○ 町内対抗男女
混合綱引大会
（広域五城目体
育館・９：00～）
○ 朝市CM18:00
（秋田朝日放送）

○ 朝市CM10:00
（秋田朝日放送）

○ 元日
○ 消防年始特別
警戒（３日ま
で）

○ 官公庁仕事始
め
○ 消防出初式

○ 五城目幼稚園
新入園児募集
（27 日まで・
町教育委員会）
○ 朝市CM6:00
（秋田朝日放送）

○ 朝市CM6：00
（秋田朝日放送）

○ 朝市CM6：00
（秋田朝日放送）

　

厳
し
い
冬
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
冬
も
み
な
さ
ん
の
「
足
」

を
確
保
す
る
た
め
、
万
全
の
体

制
を
整
え
て
除
雪
作
業
を
行
い

ま
す
。
早
朝
か
ら
の
道
路
除
雪

を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
に

は
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

◆
車
道
へ
雪
を
捨
て
な
い
で

・  

道
路
へ
雪
を
捨
て
る
と
交
通
事
故
や
渋
滞
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

◆
玄
関
の
除
雪
は
各
家
庭
で

・  

玄
関
先
や
車
庫
か
ら
道
路
へ
出
る
間
口
の
除
雪
は
、

各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・  

冬
囲
い
な
ど
で
避
難
路
が
閉
ざ
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん

か
。
万
一
に
備
え
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

◆
路
上
駐
車
は
み
ん
な
の
迷
惑

・  

た
と
え
一
台
の
路
上
駐
車
で
も
大
き
な
障
害
に
な
り

ま
す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
い
。

◆
第
一
・
第
三
の
日
曜
日
は
全
町
除
雪
デ
ー

・ 

町
内
会
で
、
除
雪
車
の
入
れ
な
い
道
路
な
ど
を
除
雪

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

除
雪
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
建
設
課

（
1
８
５
２
・
５
２
５
２
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

●
各
地
区
の
除
雪
担
当 

委
託
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
五
城
目
地
区

　

役
場
建
設
課
・
1
畠
山

■
馬
川
地
区

　

1
畠
山

■
馬
場
目
地
区

・
帝
釈
寺
〜
水
沢

　

1
畠
山

・
恋
地
〜
杉
沢

　

2
佐
々
木
造
林
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